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　　　　　　　　　　　　　　　　　　「転勤妻」を立ち上げて　

　　　「転勤妻」運営主宰者　大向　貴子

海外転勤　–　一見華やかなイメージばかりが先行しますが、その中では実にいろいろなドラマが繰り広げられています。

経済大国と言われ続ける日本。

多くの企業戦士たちが海外へ飛び出し、豊かな日本の発展に大きく貢献してきたことは間違いありません。
しかしその繁栄の影には慣れない海外で夫を支えた妻たちがいたことも事実です。
現在、女性の社会進出が著しい日本で女性が結婚し、子供を産み育てながら仕事を続けることが驚くことではなくなりつつあります。

その一方、夫の転勤によりキャリアをあきらめ帯同する道を選ぶ妻たちは今も少なくありません。

そうした夫の海外転勤に伴った妻たちが「転勤妻」です。

私自身も以前、夫の仕事で誰ひとり知る人のいない異国の地へ行きました。

やりがいのあった仕事を辞め、海外で自分という存在価値を見出せないつらく孤独な日々が続きました。

そのときに「このような状況におちっているのは私だけなのだろうか」と強く感じたのです。

きっと追い詰められた状況の中で「あなただけではない」ということを誰かに言ってもらいたかったのだと思います。

住んでいる国は違っていても、転勤妻という境遇としての苦悩や不安は同じだということを知ることができればどれだけ気持ちが楽になるかわかりません。
帰国後、忘れられないその思いから「転勤妻」www.tentsuma.com　というサイトを立ち上げ今日にまで至ります。

転勤妻掲示板には世界中から数多くの転勤妻たちの声が日々たくさん届いています。

その声の一部を出発前から帰国にいたるまでの妻たちの声や悩みをお話ししたいと思います。

構成：
· はじめに
· 辞令を受けて

· 出発前

· 海外生活がスタート

· あなた自身が作る海外生活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年７月９日（金）（於：東京家政大学）

第８回　海外渡航者の健康を考える会大会

女性と海外赴任　　　　イラン・イスラーム共和国での経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸大学大学院法学研究科博士後期課程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿児島大学，大阪外国語大学非常勤講師）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森田　豊子（toyoko@kobe-u.ac.jp）

1． 調査・研究のための海外赴任

　1999年および2002年の２回に渡って、合計約１年間、イラン・イスラーム共和国へ研究のために滞在いたしました。今回は、主にその時の経験に基づいたお話をさせていただきます。一度目の滞在は単身で、二度目は、夫と１歳になったばかりの娘の３人での滞在となりました。

　ある程度予想はしていたものの、単身での滞在と家族とともに滞在する場合とでは、生活環境への適応その他に関して大変異なっていることに改めて気がつきました。その違いについて、具体的なエピソードをもとに、まずは、お話しさせていただきたいと思います。また、現地に家族で滞在されている日本人家族から聞いたお話などとも比較しながら、駐在員の家族として滞在する場合と研究者として滞在する場合との違いについても考えていきたいと思います。

2． 子どもの医療

　二度目の滞在の場合は、１歳になったばかりという幼児を連れての滞在で、子どもを現地の保育園に預けながらの研究活動となりました。医療機関を比較的よく利用する幼児を連れての海外赴任における問題点について、具体例を挙げながらお話します。

3． イスラーム国家における問題

　ご存じのように、イランはイスラームの国家であるため、外国人であっても女性にはヴェールの着用が義務づけられ、様々な場面で男女隔離が見られる場所であります。そのような場所において、女性として滞在する時に生じる問題などについても、お話する予定です。
第８回海外渡航者の健康を考える会大会

シンポジウム（１）＜女性と海外赴任＞

　　　　　　　　体験を通してみる各国における事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外務省診療所　丸山千佳　　　　　　　　　

海外赴任者の中で家族としてではなく、自分自身が仕事で赴任する女性は増えている。

外務省関係では昭和50年には女性の比率は3.2％であったが年々増加し、今年は14％

と増えている。各国際機関への日本人女性の参加も実数、比率共に上昇している。

　原則的にはどの国も仕事において男女の違いはない。以前はイスラム国では女性の赴任

は見送られることもあったが、現在は何人かのアラビストも女性で単身でも赴任している。

唯一現在も制限があるのは、戦闘地帯で、現にイラクには女性は今のところ赴任していない。しかし、自衛隊では女性隊員が参加しているし、アフガンには女性職員が赴任している。

　実際の仕事上では、女性に対する見方に偏りのある国も多く、特にイスラムの教えが厳しい国々やアフリカでは困難が多い。

　仕事以外では妊娠した場合が特殊である。女性職員が妊娠した場合は、帰任となることが多い。妊娠は病気ではないが、いつ異常事態が発生するかわからず、医療条件が悪いところ等リスクがある。また、産休育休の間の応援が得にくい等がある。

　日常生活でも多くの不便があるが、女性特有とすれば、途上国でトイレが十分完備していないことである。アフリカ等で地方への出張の場合、困ることが多い。

　反対に女性であるために良い思いをすることがある。レディーファーストが伝統の国々では、良い思いをすることが多い。　　　　
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